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たのは 14 名であった。性別は、男性 6 名、女性 8
名であった。所属学部は、人文学部7名、地域教育
文化学部3名、理学部2名、工学部1名、農学部1
名であり、文理で分類すると文系 10 名、理系 4 名
であった。出身県は、山形県出身者5名、山形県外
出身者 9 名であった。3 年次にインターシップ参加





性別 人数 割合（％） 文理 人数 割合（％） 3年次のインターネット参加有無 人数 割合（％）
男性 6 43 文系 10 71 参加する 7 50
女性 8 57 理系 4 29 参加しない 7 50
学部 人数 割合（％） 出身地 人数 割合（％） 参加すると回答した者インターシップ応募形態 人数 割合（％）
人文学部 7 50 秋田県 1 7 大学経由の応募（5日間以上） 5 71
地域教育文化学部 3 21 山形県 5 36
理学部 2 14 宮城県 5 36
工学部 1 7 福島県 1 7








受入事業所数 13 18 19
履修学生数 20 28 34
人文学部 9 5 9
理学部 2 3 3
工学部 2 5 5
農学部 4 11 1
地域教育文化学部 3 4 16
男性 9 18 11
女性 11 10 23
文系 12 9 25
理系 8 19 9
山形県出身者 6 5 12






































































Ａゾーン 5 36 5 0 0 3 2 2 4 5 8 14
Ｂゾーン 6 43 3 3 0 2 4 3 6 9 10 12 13
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学生は、全員「アクション」得点は高いが、「ヴィジ
ョン」得点が低い傾向があった。また 6 名のうち   







































うち、【Ａゾーン】の学生が 3 名、【Ｂゾーン】の   


































































































ップの有効性と今後の促進策」『インターン   
シップ研究年報』(8) pp8-21 
下村英雄・八幡成美・梅崎修・田澤実 (2009)   
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「大学生のキャリアガイダンスの効果測定用テスト     
の開発」『キャリアデザイン研究』 (5) pp127-139． 















-教育効果を高める工夫17選-」       
URL:http://www.mext.go.jp/component/b_menu/ 
other/icsFiles/afieldfile/2016/10/07/13557 
19_001_1.pdf（2017年1月31日現在） 
山形大学 (2014)「平成26年度文部科学省大学改革 
推進事業産業界のニーズに対応した教育改善・充
実体制整備事業 －産官学連携による地域・社会
の未来を拓く人材の育成－ 成果報告書」 
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